
 

 

 

 

平成３０年５月１６日 

～地域再発見ツアー～ 

  

平成３０年度「まちもの語り」シリーズについて 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【札沼線日帰りバスツアー共通のご案内】  

 

 ○旅行代金      ５，６６０円（１コース） 

  ・ツアー終了後はアンケートを予定しています。 

 ○最少催行人員    １名 

 ・１名様からお申し込みいただけるとともに、１名様から出発保証です。添乗員も同行します。 

  ・下車観光箇所等では、それぞれ専門の「語りびと」がご説明します。 

 ○発売開始      ６月 １日（金）１４：００開始 

 ○発売箇所     ＪＲ北海道 ツインクルプラザ、駅、ツインクルデスク 

 ○お問合せ先    ＪＲ北海道 ツインクルデスク (011)219-5489（9:30～19:00） 

 

【今後の展開について】 

 

■「夕張まちもの語り」概要（予定） 

○出発日             第１回  平成３０年９月１日（土）～２日（日）    ２０名 

第２回 平成３０年９月６日（木）～７日（金）    ２０名 

 ○ご旅行代金           未定 

 ○発売開始（予定）        ７月２３日（月） １４：００開始 

 

■「増毛まちもの語り」概要（予定） 

○出発日             第１回 平成３０年１０月１０日（水）～１１日（木） ２０名 

第２回 平成３０年１０月１３日（土）～１４日（金） ２０名 

 ○ご旅行代金          未定 

 ○発売開始(予定)        ８月２３日（木） １４：００開始 

 

 

 

 

「まちもの語り」は、各地域の歴史や産業と密着する「まちのたからもの」を、その土地にゆかり

深い「語りびと」が「もの語り」としてご案内する、当社と地域が一体となり企画実施するツアーで

す。 

 

昨年１０月に第一弾として夕張市のみなさまと連携し「夕張まちもの語り」を企画、２度の開催日

とも満席にて実施いたしました。 

 

平成３０年度は第一弾とし、７月に札沼線４町との合同企画「新十津川町・浦臼町」、「当別町・月

形町」での日帰りバスツアーを実施します。「もうひとつの開拓の歴史」を共通テーマに、各町の歴

史や産業を「語りびと」とのふれあいを通じて再発見いただきます。１コースだけでのご参加はもち

ろん、両コース参加いただき４町の魅力を満喫いただくのもおすすめです。 

 

なお、９月以降に第二弾の実施となる夕張市や、新たに増毛町との連携企画を予定しています。 

  



【札沼線日帰りバスツアー詳細】 

■札沼線のまち➀「新十津川・浦臼まちもの語り」 

～「語りびと」が伝えるもうひとつの開拓の歴史～ 

 

○出発日     第１回 平成３０年７月４日（水）    ２０名    

第２回 平成３０年７月６日（金）    ２０名 

【主なツアー見どころ】 ※記念館、酒蔵、ワイナリーなど現地の「語りびと」と、ともにめぐります。
札幌駅　8：00発

ヴルストよしだ

札幌駅　18：30頃

坂本龍馬家の墓

日本最大の規模を誇るぶどう畑

が広がります。

鶴沼ワイナリー

新十津川物産館

母村十津川村からの移住と開拓

など、新十津川町の開拓のあゆ

みをめぐります。

地元特産品の買い物

昼食開拓記念館 新十津川物語記念館

浦臼町の開拓に汗

した先人たちの文

化財遺産を、坂本

龍馬に関わる資料

展示とともにめぐ

ります。

ふるさと公園内特

設会場で地元大畠

精肉店のジンギ

スカンをご用意し

ます。

金滴酒造

創業以来112年、新十津川町の歴

史とともに歩む酒蔵をめぐりま

す。販売もしています。

郷土史料館

土佐から移住し

た、坂本龍馬の養

嗣子、坂本直の妻

「留」と息子「直

衛」の墓。

新 十 津 川 町 母村 奈良県十津川郷からの大移民団による開拓のまち

浦 臼 町 坂本龍馬家ゆかりの地、土佐の自由民権家たちの一大入植による開拓のまち

町内の元教職員等から開拓の歴

史を語っていただきます。

語りびと

ワイナリーの担当者から

農場内をご説明いただきます。

語りびと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真・パンフレットは全てイメージです 



■札沼線のまち➁ 「当別・月形まちもの語り」 

～「語りびと」が伝えるもうひとつの開拓の歴史～ 

 

 ○出発日      第１回 平成３０年７月１０日（火）   ２０名 

第２回 平成３０年７月１２日（木）   ２０名 

【主なツアー見どころ】 ※神社、記念館、博物館など現地の「語りびと」と、ともにめぐります。
札幌駅　8：00発

円山公園の杉林や北漸寺 篠津山霊園

地元産のお米

地元の米を使った大福

札幌駅　18：30頃

亜麻の栽培は明治

22年から始まって

います。

移築された伊達邸別

館と伊達家ゆかりの

品々とともに開拓の

歴史をめぐります。

昼食

2017年9月23日ｵｰﾌﾟﾝ

「道の駅とうべつ」

カフェ･テルツィーナ

で当別産食材のラン

チをご用意します。

大正8年まで実際に使用された樺

戸監獄の建物をその歴史ととも

にめぐります。

囚人たちの手により
約600本植栽されたも
のです。

月形樺戸博物館

地元特産品の買い物

亜麻の花畑当別伊達記念館
伊達邸別館

囚徒に関する歴史散策

当別神社

当別町開祖の伊達邦直公を祀る

神社をめぐります。

北海道開拓の基礎を作った囚
人達が静かに眠っています。

当 別 町 岩出山伊達家１０代目当主伊達邦直（伊達政宗直系の子孫）による開拓のまち

月 形 町 樺戸集治監開庁（初代典獄 月形潔）、囚徒の手による開拓のまち

神社の神職から当別神社の歴史をご説明いただきます。

語りびと

前町長･博物館名誉館長の桜庭様から

囚徒の歴史をご説明いただきます。

語りびと

 

 

写真・パンフレットは全てイメージです 


